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　 4)下 顎前突不正咬合者の自己側貌イメージと

　　　理想とする側貌の解析

　O松 島修一郎1),今田 玲美2,松山 仁昭2,福井 和徳2

　　　　　　　　　(奥羽大 ・大学院・顎顔面口腔矯正1

　　　　　　　　　　　　 奥羽大 ・歯 ・成長発育歯2)

【目　 的】下顎前突不正咬合者(以 下 皿級群)を

対象 と し,自 己側貌 を自由 に描画で きるソフ ト

ウェアの開発を行い,理 想 とする側貌 を描画す る

ことで患者の認識 を把握す る。

【方 　法 】 皿 級 群 男 性12名 を 対 象 と し て

Vivid910に より三次元顔データの採得 を行い,顔

画像 を3Dデ ータ化す る。そのデータを顔面変形
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用ソフ トウェアに移 し,Ⅲ 級群本人 と矯正医に理

想側貌 になるよ う描画 して もらう。移動前の顔

データと本人の描画 した理想顔,移 動前の顔デー

タと矯正医の描画 した理想顔での変化量をそれぞ

れ計測 した。計測 を行 う部位 はLs(上 唇 点〉,

Stm(ス トミオ ン),　Li(下 唇点),　sb(オ トガ

イ唇溝),Pogs(軟 組織ポゴニオン〉の5つ の部

位 と した。 それ ぞ れ の理 想 顔 で の変 化 量 を

Mann-Whitney　 U　testに より比較 す ることで,

Ⅱ1級群の理想の違いを把握することとした。

【結果 ・考察】Ⅲ級群 と矯正医群の理想顔貌を比

較 した結果,Ls(上 唇点)とstm(ス トミオ ン),

Li(下 唇点)で 有意 な差 を認め,　Sb(オ トガイ

唇溝)とPogs(軟 組織ポゴニオン)で は有意な

差を認めなかった。 このことは,皿 級群の理想 と

する側貌は矯正医群が理想 とす る側貌より上下口

唇部 を前方に位置 させた側貌 を好むこと。オ トガ

イ部の位置は ・級群 と矯正医群で同じ理想である

ことを示唆 している。Ⅲ級群の理想はオ トガイ部

を後方に位置 させる報告が多い。我々の今回の結

果ではⅢ級群のオ トガイ部の理想は矯正医群 と有

意な差 を認めなかった。 しかし,上 下口唇部を突

出 させ る傾向を認め,上 下口唇部とオ トガイ部に

大きな差 を認めた。矯正医は顔全体のバ ランスを

評価する傾向にあるが,皿 級群の理想顔貌は顔全

体に対す るオ トガイの位置ではなく,上 下口唇部

に対す るオ トガイの位置でバ ランスを評価 してい

ると考 えられる。

【結　論】Ⅲ級群は上下口唇部に対す るオ トガイ

の位置でバランスを評価 していることが推察 され

た。
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